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Ⅰ　
　
誕
生
か
ら
十
代
、
二
十
代

１
９
２
３
（
大
正
１
２
）
年

６
月
２
９
日
、
山
口
県
下
関
市
に
生
ま
れ
る
。
父
繁
蔵
、
母
コ
フ
ジ
の
次
男
。
５
人
兄
弟
（
兄
１
人
、
姉
３
人
）
の
末
子
と
し
て
、
下
関
市
で
生
育

す
る
。
下
関
の
街
中
を
歩
き
廻
っ
て
探
索
す
る
よ
う
な
少
年
だ
っ
た
。「
家
の
学
問
と
し
て
漢
文
を
教
わ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
小
学
校
の
終
わ

り
ご
ろ
か
ら
『
日
本
外
史
』
や
『
十
八
史
略
』
を
読
ま
せ
ら
れ
て
い
た
」（『
国
語
通
信
』
１
７
０
号 

《
対
談
》 

１
９
７
４
・
１
０
）。「
四
囲
海
の
と

こ
ろ
で
育
っ
た
」
の
で
、
魚
を
採
っ
て
調
理
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
泳
ぐ
こ
と
（
近
代
泳
法
で
は
な
く
古
式
何
流
？
）
も
得
意
だ
っ
た
（「
私
が
育
っ

た
こ
ろ
の
下
関
」（『
法
政
通
信
』
１
９
８
４
・
１
）。

下
関
中
学
時
代
に
は
、
文
芸
・
思
想
の
同
人
誌
「
其そ
こ
ま
で

処
迄
」
を
編
集
・
執
筆
（
筆
名　

癇
癪
玉
）。
西
洋
哲
学
を
専
攻
し
た
い
夢
が
あ
り
、
中
学
３

年
の
時
か
ら
下
関
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
末
崎
富
彌
牧
師
に
ギ
リ
シ
ャ
語
を
習
い
始
め
る
。

１
９
４
１
（
昭
和
１
６
）
年　
　
　

１
８
歳

３
月
、
山
口
県
立
下
関
中
学
校
を
卒
業
。
４
月
、
下
関
市
立
養
治
国
民
学
校
助
教
を
し
な
が
ら
、
中
等
教
員
検
定
試
験
を
め
ざ
す
。
生
徒
た
ち
に
、

自
分
は
生
涯
「
独
学
・
独
身
」
を
通
す
と
語
る
。

〈
Ⅰ　

益
田
勝
実
の
生
涯
と
仕
事
〉

益
田
勝
実
年
譜
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１
９
４
２
（
昭
和
１
７
）
年　
　
　

１
９
歳

３
月
、
養
治
国
民
学
校
を
依
願
退
職
。
４
月
、
学
費
の
安
い
二
松
学
舎
高
等
専
門
学
校
に
入
学
（
竹
内
実
が
同
級
）。「
学
資
が
続
く
う
ち
に
中
等
教

員
の
国
家
試
験
に
合
格
し
た
い
と
焦
っ
て
い
ま
し
た
」（
長
姉
・
岡
田
ア
サ
ノ
著
『
わ
が
足
跡
を
振
り
返
り
』
１
９
７
６
・
２
）。

１
９
４
３
（
昭
和
１
８
）
年　
　
　

２
０
歳

１
２
月
、
学
徒
出
陣
令
に
よ
り
、
広
島
の
西
部
第
十
部
隊
入
営
（
二
松
学
舎
高
等
専
門
学
校
仮
卒
業
）。

二
松
学
舎
の
出
陣
壮
行
会
で
、
万
葉
学
の
森
本
治
吉
教
授
に
「
大
君
の
醜し
こ

の
御
楯
」
と
し
て
疑
わ
ず
に
出
征
せ
よ
と
言
わ
れ
、
は
た
し
て
防
人
歌
は

そ
う
読
む
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
、
戦
場
ま
で
『
万
葉
集
』
を
携
行
し
た
の
は
そ
う
し
た
理
由
に
よ
る
（「
万
葉
集
を
焼
い
た
日
」、『
ま
ん
よ
う
』
婦
人

民
主
ク
ラ
ブ
「
万
葉
集
講
座
」
１
９
６
９
・
１
、
３
、
５
、
７
）。

１
９
４
４
（
昭
和
１
９
）
年　
　
　

２
１
歳

１
２
月
、東
京
で
の
幹
部
候
補
生
教
育
終
了
。
原
隊
（
広
島
）
に
復
帰
す
る
と
こ
ろ
、負
傷
し
た
友
人
（
彼
は
広
島
で
被
爆
し
た
）
の
身
代
わ
り
で
「
南

支
派
遣
軍
」
行
き
と
な
る
。

１
９
４
５
（
昭
和
２
０
）
年　
　
　

２
２
歳

中
国
各
地
の
前
線
を
転
戦
し
、華
南
の
最
前
線
で
８
月
１
５
日
（
敗
戦
）
を
迎
え
る
。
そ
れ
ま
で
持
ち
歩
い
て
い
た
『
新
訓
万
葉
集
』（
岩
波
文
庫 

上
・

下
）
を
、
敗
戦
の
数
日
前
に
、
も
う
生
き
て
は
帰
れ
な
い
だ
ろ
う
と
焼
く
（「
万
葉
集
を
焼
い
た
日
（
一
）（
二
）」）。
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１
９
４
６
（
昭
和
２
１
）
年　
　
　

２
３
歳

５
月
、
広
東
か
ら
復
員
船
で
帰
国
。
コ
レ
ラ
に
感
染
し
て
い
た
た
め
、
船
は
浦
賀
沖
に
６
０
日
間
も
留
め
置
か
れ
る
。
そ
の
の
ち
倉
敷
の
長
姉
の
家

に
辿
り
着
い
て
、
父
の
死
を
知
る
。
下
関
の
家
も
空
襲
で
焼
け
、
過
去
は
い
っ
さ
い
消
失
し
て
い
た
。
９
月
、
母
の
い
る
小
倉
の
兄
の
も
と
へ
。〈
故

郷
喪
失
〉
の
自
己
体
験
に
よ
っ
て
、
国
境
前
線
で
逃
亡
し
て
捕
え
ら
れ
た
防
人
の
心
境
が
わ
か
り
始
め
た
（「
万
葉
集
を
焼
い
た
日
（
三
）」）。

１
９
４
７
（
昭
和
２
２
）
年　
　
　

２
４
歳

投
稿
論
文
「
播
磨
風
土
記
は
天
平
元
年
以
後
か
」
が
（
林
屋
辰
三
郎
氏
か
ら
の
「
君
の
投
稿
は
今
ま
で
の
研
究
水
準
を
越
え
て
い
る
か
ら
掲
載
し
た

い
」
と
の
ハ
ガ
キ
を
も
ら
い
）
１
１
月
、『
日
本
史
研
究
』（
第
６
号
）
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
東
京
へ
出
て
行
く
気
持
が
き
ま
っ
た
（「
万

葉
集
を
焼
い
た
日
（
三
）」）。

１
９
４
８
（
昭
和
２
３
）
年　
　
　

２
５
歳

４
月
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
入
学
。
敗
戦
直
後
、
東
大
が
傍
系
の
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
生
に
も
門
戸
を
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、「
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
そ
の
門
か
ら
紛
れ
込
ん
だ
」（「
私
の
卒
業
論
文
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
１
９
７
１
・
１
０
）。

大
学
入
学
い
ら
い
萩
谷
朴
家
の
離
れ
に
下
宿
し
て
い
た
時
期
に
、「
外
記
補
任
」
を
見
て
い
て
『
土
佐
日
記
』
で
紀
貫
之
と
交
替
し
た
新
任
の
国
司

を
「
島
田
公き
み

鍳あ
き

」
と
発
見
し
、『
日
本
文
学
史
研
究 

２
』
で
考
証
。 

朝
日
古
典
全
書
『
土
佐
日
記
』（
萩
谷
朴
校
註
、
１
９
６
９
年
刊
）
以
後
、
明

記
さ
れ
る
。

１
９
４
９
（
昭
和
２
４
）
年　
　
　

２
６
歳

こ
の
年
の
春
、
住
ま
い
を
町
田
市
鶴
川
の
安
全
寺
と
す
る
。「
日
本
文
学
史
研
究
会
」
を
主
宰
し
、
ガ
リ
版
刷
り
の
機
関
誌
『
日
本
文
学
史
研
究
』
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を
１
年
上
の
難
波
喜
造
、
杉
山
康
彦
ら
と
創
刊
す
る
。
第
１
号
（
８
月
１
日
刊
行
）
の
巻
頭
言
に
「
我
々
は
日
本
文
学
の
研
究
が
、
今
や
自
ら
の
手

で
変
革
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
達
し
た
」「
飽
く
迄
具
体
的
に
、
新
し
い
研
究
の
出
発
を
準
備
す
る
為
、
共
同
研
究
を
突
き
進
め
よ
う
」

と
謳
う
。
１
１
月
２
０
日
、
第
２
号
刊
行
。
執
筆
者
に
秋
山
虔
が
加
わ
る
。

１
９
５
０
（
昭
和
２
５
）
年　
　
　

２
７
歳

４
月
、
日
本
学
園
高
等
学
校
（
東
京
都
）
講
師
と
な
る
。『
日
本
文
学
史
研
究
』
を
第
３
号
（
１
月
）
か
ら
第
８
号
（
１
２
月
）
ま
で
立
て
続
け
に

出
す
（
執
筆
者
に
高
橋
和
夫
、
萩
谷
朴
、
今
井
源
衛
ら
が
加
わ
る
）。
こ
の
間
の
論
稿
に
、「
上
代
文
学
史
稿
案
（
一
）
～
（
四
）」
や
「
古
事
談
と

宇
治
拾
遺
物
語
の
関
係
」
な
ど
が
あ
る
。

１
９
５
１
（
昭
和
２
６
）
年　
　
　

２
８
歳

２
月
、
日
本
学
園
高
等
学
校
を
依
願
退
職
。
３
月
、
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
。
引
き
続
き
東
京
大
学
大
学
院
に
在
籍
。

４
月
、
東
京
都
立
神
代
高
等
学
校
（
定
時
制
）
教
諭
と
な
る
。
４
月
、「
古
代
文
学
史
の
方
法
と
課
題
」
を
発
表
（『
文
学
』
１
９―

４
）。

こ
の
年
の
『
日
本
文
学
史
研
究
』
は
、
第
９
号
（
１
月
）
か
ら
第
１
５
号
（
１
２
月
）
ま
で
（
執
筆
者
に
久
曽
神
昇
、
藤
岡
忠
美
ら
も
加
わ
る
）。

論
稿
と
し
て
は
「
源
氏
物
語
の
荷
ひ
手
」
が
あ
り
、〈
英
雄
時
代
〉
や
〈
私
家
集
研
究
〉
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
別
巻
「
日
本
文
学
史
研
究
会
叢
書
１
」

と
し
て
、
８
月
、『
紫
式
部
日
記
の
新
展
望
』（
大
学
２
年
生
時
の
、
池
田
龜
鑑
ゼ
ミ
の
単
位
レ
ポ
ー
ト
）
を
刊
行
。

大
学
の
卒
業
論
文
は
「
日
本
古
典
文
芸
研
究
に
於
け
る
基
礎
的
諸
問
題
の
再
検
討
」
と
題
し
、「
こ
れ
だ
け
の
考
え
ご
と
を
し
た
、
と
自
己
の
日
常

の
軌
跡
を
確
認
す
る
た
め
、
書
い
た
だ
け
」「
全
部
で
十
七
冊
」「
お
お
よ
そ
で
２
８
０
０
枚
か
ら
３
０
０
０
枚
の
間
」
の
「
学
習
ノ
ー
ト
集
成
」
を

久
松
潜
一
・
池
田
龜
鑑
に
提
出
（「
私
の
卒
業
論
文
」）。
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Ⅱ　
　
大
学
卒
業
後
の
十
五
年

１
９
５
２
（
昭
和
２
７
）
年　
　
　

２
９
歳

１
月
、「
全
本
「
富
家
語
」
の
研
究
（
上
）」、
８
月
（
下
）（『
季
刊
国
文
』
１
、
２
）。『
日
本
文
学
史
研
究
』
は
、
第
１
６
号
（
１
月
）
か
ら
第
１

８
号
（
８
月
）
ま
で
（
執
筆
者
に
石
村
正
二
、
野
村
精
一
、
河
北
騰
ら
が
加
わ
る
）。
４
月
、「
日
本
文
学
史
研
究
会
叢
書
２
」
と
し
て
『
論
叢
紫
式

部
日
記
』（
執
筆
者
に
池
田
龜
鑑
、
む
し
ゃ
こ
う
じ
・
み
の
る
等
）
を
刊
行
。

こ
の
年
か
ら
、
神
代
高
校
定
時
制
の
卒
業
生
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
サ
ー
ク
ル
・
い
し
ず
え
」
を
主
宰
。
以
後
、
読
書
学
習
、
地
域
の
生
活
向

上
、
民
俗
・
民
謡
採
集
調
査
な
ど
地
域
の
社
会
文
化
活
動
に
従
事
す
る
。

１
９
５
３
（
昭
和
２
８
）
年　
　
　

３
０
歳

１
月
、「
防
人
等
」（『
万
葉
』
６
）。『
日
本
文
学
史
研
究
』
は
５
月
の
第
２
０
号
（
執
筆
者
に
奥
村
恒
哉
、
岡
田
清
子
ら
が
加
わ
る
）
を
も
っ
て
終

刊
と
す
る
。
６
月
、「
日
本
霊
異
記
」（『
国
民
の
文
学
・
古
典
編
』）。
こ
こ
で
初
め
て
「
私
度
僧
」
た
ち
へ
の
視
点
を
提
示
し
、
仏
教
文
学
を
理
解

す
る
上
で
重
視
す
る
。
６
月
、「
源
氏
物
語
の
い
の
ち
」（『
日
本
文
学
』
２―

４
）。
こ
の
時
期
は
「
文
学
史
」
へ
の
志
向
と
作
品
を
生
む
歴
史
意
識

へ
の
関
心
が
強
く
、
そ
の
源
氏
論
も
「
作
品
の
外
側
か
ら
の
歴
史
状
況
論
で
、
作
品
の
な
か
み
を
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
後
に
述
懐
さ
れ
る
（「
源

氏
物
語
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
１
９
９
１
年
１
０
月
『
源
氏
物
語
講
座 
１
』
勉
誠
社
）。

１
９
５
４
（
昭
和
２
９
）
年　
　
　

３
１
歳

２
月
、「
源
氏
物
語
の
端
役
た
ち
」（『
文
学
』
２
２―

２
）。
７
月
、「
今
昔
物
語
の
問
題
点
」（『
日
本
文
学
』
３―

７
）。
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１
９
５
５
（
昭
和
３
０
）
年　
　
　

３
２
歳

４
月
、
法
政
大
学
文
学
部
（
日
本
文
学
科
）
非
常
勤
講
師
（
以
後
１
１
年
間
）。
７
月
、「
海
さ
ち
山
さ
ち
─
神
話
と
教
育
─
」（『
文
学
』
２
３―

７
）、

「
し
あ
わ
せ
を
つ
く
り
出
す
国
語
教
育
に
つ
い
て
（
一
）」、
８
月
（
二
）（『
日
本
文
学
』
４―

７
、
４―

８
）。

１
９
５
６
（
昭
和
３
１
）
年　
　
　

３
３
歳

３
月
、「
文
学
作
品
と
し
て
の
古
事
記
」（
筑
摩
書
房
の
教
科
書
『
国
語
一
』
の
学
習
指
導
の
研
究
）
→
最
終
的
に
『
火
山
列
島
の
思
想
』
に
「
王
と

子
─
古
代
専
制
の
重
み
─
」
と
し
て
採
録
（
１
９
６
８
・
７
）。
７
月
、「
平
家
物
語
・
橋
合
戦
─
高
校
国
語
（
乙
）
教
材
の
研
究
─
」（『
日
本
文
学
』

５―

７
）。

１
９
５
７
（
昭
和
３
２
）
年　
　
　

３
４
歳

２
月
、「
柿
本
人
麻
呂
の
抒
情
の
構
造
─
反
歌
の
特
色
─
」（『
日
本
文
学
』
６―

２
）。
４
月
、「『
古
事
記
』
に
お
け
る
説
話
の
展
開
」（『
古
事
記
大

成
２
／
文
学
篇
』）。

８
月
以
降
、「
い
し
ず
え
」
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
調
布
・
飛
田
給
の
日
米
行
政
協
定
道
路
闘
争
に
発
案
か
ら
参
画
。
地
元
民
一
丸
の
運
動
の
結

果
勝
利
し
、
調
布
飛
行
場
の
新
甲
州
街
道
以
南
の
４
分
の
１
の
土
地
を
取
り
戻
し
た
。

１
９
５
８
（
昭
和
３
３
）
年　
　
　

３
５
歳

１
月
、「
大
伴
旅
人
─
梅
花
の
宴
前
後
─
」（『
国
文
学
』
３―

１
）
→
『
火
山
列
島
の
思
想
』
に
「
鄙
に
放
た
れ
た
貴
族
」
の
前
半
部
と
し
て
採
録
。

８
月
、「
信
貴
山
縁
起
の
詞
章
」（『
日
本
絵
巻
物
全
集
２
／ 

信
貴
山
縁
起
』）。「
古
代
説
話
文
学
」（
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
史
１
／
古
代
（
１
）』）。

１
０
月
、
雑
誌
『
民
話
』（
民
話
の
会
編
集
）
が
創
刊
さ
れ
、
編
集
委
員
と
し
て
参
画
（
他
の
編
集
委
員
は
、
木
下
順
二
、
西
郷
竹
彦
、
竹
内
実
、



10

宮
本
常
一
ら
。『
民
話
』
は
１
９
６
０
・
１
０
の
第
２
４
号
で
終
刊
）。
１
２
月
、「
古
代
説
話
文
学
に
お
け
る
表
現
の
問
題
」（『
文
学
』
２
６―

１
２
）。

こ
の
年
、
高
校
国
語
教
科
書
『
国
語
総
合
』（
筑
摩
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
、
西
尾
実
の
勧
め
に
よ
り
編
集
委
員
と
し
て
参
画
（
他
の
委
員
は
、
臼
井

吉
見
、
西
尾
光
一
、
野
本
秀
雄
、
分
銅
淳
作
、
峯
村
文
人
の
各
氏
）。
そ
の
後
、
編
集
委
員
に
異
動
は
あ
る
が
、
益
田
は
１
９
８
４
年
度
用
高
校
国

語
教
科
書
ま
で
続
け
る
。

１
９
５
９
（
昭
和
３
４
）
年　
　
　

３
６
歳

３
月
、「
桐
壷
の
院
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
復
刊
２
号
）
→
『
火
山
列
島
の
思
想
』
の
「
日
知
り
の
裔
の
物
語
─
『
源
氏
物
語
』
の
発
端
の
構
造
─
」

の
基
と
な
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
文
学
史
的
関
心
」
と
「
考
証
的
な
こ
だ
わ
り
」
の
「
二
面
を
ど
う
や
ら
融
合
で
き
そ
う
に
思
え
て
き
た
」

論
と
さ
れ
る
（「
源
氏
物
語
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」）。

１
１
月
、「『
炭
焼
日
記
』
存
疑
（
一
）」、
１
２
月
（
二
）、
翌
２
月
（
三
）（『
民
話
』
１
４
、
１
５
、
１
７
）。

１
２
月
、「
自
著
論
文
目
録
（
１
９
４
７
～
１
９
５
９
）」
ノ
ー
ト
（
１
）
を
作
成
。
扉
に
「
名
を
売
る
な 

真
の
学
問
実
践
の
必
要
に
基
い
て
書
け
、

商
業
資
本
の
手
先
に
な
る
な
」
と
記
す
。

１
９
６
０
（
昭
和
３
５
）
年　
　
　

３
７
歳

２
月
、
最
初
の
著
書
『
説
話
文
学
と
絵
巻
』（
三
一
書
房
）
を
上
梓
。「
説
話
集
の
こ
ま
か
な
考
証
ば
か
り
や
っ
て
い
た
そ
れ
以
前
」
を
脱
し
て
、「
文

学
の
内
部
に
反
映
す
る
も
の
で
歴
史
を
見
よ
う
と
す
る
方
法
」
で
な
さ
れ
た
論
集
（「
あ
と
が
き
」）。
こ
の
本
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
「
特
講
」
の
最

初
の
授
業
（
１
９
６
５
年
）
で
、
定
価
が
２
７
０
円
か
ら
５
８
０
円
に
貼
り
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
生
た
ち
に
頻
り
に
詫
び
た
。
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益田勝実年譜

１
９
６
１
（
昭
和
３
６
）
年　
　
　

３
８
歳

１
月
、「
炭
焼
き
翁
と
学
童
」（『
文
学
』
２
９―

１
）。
７
月
、「
弓
射
る
師
弟
─
『
徒
然
草
』
の
一
背
景
─
」（『
日
本
文
学
』
１
０―

６
）。
１
０
月
、

「
国
語
教
師
・
わ
が
主
体
」（『
教
師
の
た
め
の
国
語
』）。

１
９
６
２
（
昭
和
３
７
）
年　
　
　

３
９
歳

４
月
、
ゼ
ミ
生
の
レ
ポ
ー
ト
集
『
古
代
文
学
論
叢
Ⅰ 

源
氏
物
語
の
終
幕
』
の
「
は
じ
め
に
」
に
、
こ
れ
ら
は
「
安
保
反
対
運
動
の
渦
巻
の
外
に
は

い
な
か
っ
た
学
生
た
ち
の
所
産
」
と
位
置
づ
け
、「
現
実
と
学
問
研
究
と
の
統
一
点
は
た
や
す
く
見
出
せ
な
い
」
が
、「
文
献
学
的
考
証
学
的
研
究
を
、

文
芸
学
的
研
究
と
遊
離
さ
せ
た
く
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

８
月
、「『
平
家
物
語
』
作
者
の
お
も
か
げ
」（『
文
学
』
３
０―

８
）
→
手
を
入
れ
て
『
火
山
列
島
の
思
想
』「
飢
え
た
る
戦
士
─
現
実
と
文
学
的
把
握

─
」
と
し
て
収
録
。
１
０
月
、「
心
の
極
北
─
尋
ね
び
と
皇
子
・
童
子
の
こ
と
─
」（
未
発
表
）
→
６
年
後
の
『
火
山
列
島
の
思
想
』
に
収
録
。
１
２

月
、「
フ
ダ
ラ
ク
渡
り
の
人
々
」（『
日
本
古
典
文
学
新
論
─
近
藤
忠
義
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
─
』）
→
『
火
山
列
島
の
思
想
』
に
収
録
。

１
９
６
３
（
昭
和
３
８
）
年　
　
　

４
０
歳

９
月
、「
日
本
文
学
の
発
生
─
序
説
の
序
説
─
」（『
日
本
文
学
』
１
２―

９
）
→
こ
れ
を
書
き
直
し
て
『
火
山
列
島
の
思
想
』「
幻
視
─
原
始
的
想
像

力
の
ゆ
く
え
─
」
と
し
て
発
表
。

１
９
６
４
（
昭
和
３
９
）
年　
　
　

４
１
歳

１
月
、「
偽
悪
の
伝
統
」（『
文
学
』
３
２―

１
）
→
『
火
山
列
島
の
思
想
』
に
収
録
。「
民
俗
の
思
想
」（『
現
代
日
本
思
想
大
系
３
０
／
民
俗
の
思
想
』

筑
摩
書
房
）
編
集
・
解
説
。
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８
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
山
代
巴
連
続
講
演
会
（
５
回
）
を
主
催
（
於
・
調
布
市
「
サ
ー
ク
ル
・
い
し
ず
え
」）。 

１
９
６
５
（
昭
和
４
０
）
年　
　
　

４
２
歳

２
月
、「
貴
族
社
会
の
説
話
と
説
話
文
学
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
３
０―

２
）。
５
月
、「
火
山
列
島
の
思
想
─
日
本
的
固
有
神
の
性
格
─
」（『
文

学
』
３
３―
５
）
→
単
行
本
『
火
山
列
島
の
思
想
』（
１
９
６
８
年
）
の
三
番
目
に
置
き
、
こ
の
論
文
名
を
書
名
と
す
る
。「
廃
王
伝
説
─
日
本
的
権

力
の
一
源
流
」
も
同
時
執
筆
（
発
表
は
１
９
６
６
年
秋
の
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
で
「
日
本
の
神
が
か
り
」）
→
『
火
山
列
島
の
思
想
』
に
収
録
。

５
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
、「
古
事
談
鑑
賞
」（
１
）
～
（
１
１
）（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
３
０―

６
～
３
１―

５
）。
７
月
、「
柳
田
國
男
の
思
想
」

（『
現
代
日
本
思
想
大
系
２
９
／
柳
田
國
男
』
解
説
）。

Ⅲ　
　
法
政
大
学
専
任
で
の
二
十
三
年
間

１
９
６
６
（
昭
和
４
１
）
年　
　
　

４
３
歳

３
月
、東
京
都
立
神
代
高
等
学
校
（
定
時
制
）
を
依
願
退
職
。「
卒
業
後
、十
五
年
間
、夜
学
教
師
の
生
活
と
農
村
文
化
運
動
に
埋
没
し
て
い
た
」「
国

文
学
研
究
者
と
し
て
は
大
き
な
ク
レ
パ
ス
」（「
私
の
卒
業
論
文
」）
と
記
す
が
、
大
学
就
任
の
際
に
提
出
さ
れ
た
膨
大
な
論
文
業
績
は
、
巻
紙
に
記

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

４
月
、
法
政
大
学
文
学
部
助
教
授
と
な
る
。
９
月
、「
黎
明
─
原
始
的
想
像
力
の
日
本
的
構
造
─
」（『
文
学
』
３
４―

９
）
→
『
火
山
列
島
の
思
想
』

に
収
録
。
１
２
月
、「
中
世
的
諷
刺
家
の
お
も
か
げ
─
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
者
─
」（『
文
学
』
３
４―

１
２
）。



13

益田勝実年譜

１
９
６
７
（
昭
和
４
２
）
年　
　
　

４
４
歳

４
月
、
法
政
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
。
７
月
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
出
現
─
竹
取
物
語
」（『
日
本
文
学
の
歴
史
３
』
角
川
書
店
）。
１
０
月
、
小
田

切
秀
雄
の
勧
め
に
よ
り
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
の
文
化
事
業
と
し
て
「
万
葉
集
講
座
」
を
始
め
る
（
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
８
７
年
９
月
ま
で
）。

１
９
６
８
（
昭
和
４
３
）
年　
　
　

４
５
歳

７
月
、
単
行
本
『
火
山
列
島
の
思
想
』（
筑
摩
書
房
）
を
上
梓
。
日
本
人
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
築
い
て
き
た
か
を
探
索
し
た
十
一
編
の
論
文
集
。

書
名
に
関
し
て
は
、「
自
分
の
心
中
の
考
え
」
か
ら
言
え
ば
「《
日
本
陸
封
魚
の
思
い
》
と
名
づ
け
た
か
っ
た
」
と
「
あ
と
が
き
」
に
記
す
。（
１
９

９
３
年
１
月
、
新
装
版
「
ち
く
ま
学
芸
文
庫
」
と
し
て
再
刊
。
２
０
０
６
年
２
月
『
益
田
勝
実
の
仕
事
』
全
５
巻
の
２
（
筑
摩
書
房
）
に
収
録
。
２

０
１
５
年
１
１
月
「
講
談
社
学
術
文
庫
」
で
再
刊
。）

１
９
６
９
（
昭
和
４
４
）
年　
　
　

４
６
歳

１
月
、「
万
葉
集
を
焼
い
た
日
（
一
）」、
３
月
（
二
）、
５
月
（
三
）、
７
月
（
四
）（
万
葉
集
講
座
『
ま
ん
よ
う
』）。

１
１
月
、「
大
学
」
が
最
も
大
変
な
時
に
、
法
政
大
学
文
学
部
長
と
な
る
（
１
９
７
０
年
３
月
３
１
日
ま
で
）。

１
２
月
、「
壬
申
の
乱
─
歴
史
の
転
換
期
と
文
学
─
」（『
国
文
学
』
１
４―

１
６
）、「
常
世
の
国
発
見
事
業
」（『
伝
統
と
現
代
』
２―

１
１
）。

１
９
７
０
（
昭
和
４
５
）
年　
　
　

４
７
歳

１
月
、「
夫
の
狩
り
立
て
─
古
代
の
日
常
的
暴
政
─
」（『
日
本
文
学
』
１
９―
１
）。
６
月
、「
す
れ
違
い
の
伝
統
」（『
季
刊
・
人
間
と
し
て
２
』）。
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１
９
７
１
（
昭
和
４
６
）
年　
　
　

４
８
歳

４
月
、「
秘
儀
の
島
（
上
）
─
神
話
づ
く
り
の
実
態
─
」、
５
月
（
中
）、
６
月
（
下
）。
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
の
遺
跡
に
神
話
づ
く
り
の
実
態
を

読
み
解
く
（『
文
学
』
３
９―

４
、
５
、
６
）。
→
１
９
７
６
年
刊
行
の
単
行
本
『
秘
儀
の
島
』
の
書
名
と
す
る
。

４
月
よ
り
成
蹊
大
学
非
常
勤
講
師
（
断
続
的
に
、
１
９
９
１
年
３
月
ま
で
）。
４
月
、「
こ
ち
ら
側
の
問
題
」（『
南
方
熊
楠
全
集
２
』
解
説
）。
５
月
、

「
常
世
の
虫
の
神
・
蝶
の
神
」（『
上
方
芸
能
』
１
８
）。
１
１
月
、「
日
本
の
神
話
的
想
像
力
」（『
文
学
』
３
９―

１
１
）
→
『
秘
儀
の
島
』
に
、
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
「
神
話
の
文
法
」
と
し
て
収
録
。

１
９
７
２
（
昭
和
４
７
）
年　
　
　

４
９
歳

１
月
、「
日
本
の
神
話
的
想
像
力
─
神
異
の
幻
想
─
」（『
日
本
文
学
』
２
１―

１
）
→
『
秘
儀
の
島
』
の
冒
頭
に
タ
イ
ト
ル
「
神
異
の
幻
想
」
と
し
て

収
録
。

５
月
、
単
行
本
『
記
紀
歌
謡
』（「
日
本
詩
人
選 

１
」
筑
摩
書
房
）
を
上
梓
。
記
紀
の
歌
謡
を
万
葉
和
歌
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
《
抒
情
以
前
の
抒
情
》

の
時
代
に
〈
歌
謡
劇
〉
や
〈
大
王
伝
承
〉
を
見
出
し
た
、
書
き
下
ろ
し
の
論
著
。

１
２
月
、「
古
代
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
」（『EN

ERGY
』
９―

４
）
→
こ
の
稿
の
一
部
を
ふ
ま
え
て
『
秘
儀
の
島
』
に
「
久
遠
の
童
形
神
─
イ
メ
ー

ジ
の
化
石
を
掘
る
─
」
と
し
て
収
録
。

１
９
７
３
（
昭
和
４
８
）
年　
　
　

５
０
歳

１
月
「『
紫
式
部
日
記
』
考
証
の
方
法
（
一
）」、
２
月
（
二
）、
６
月
（
三
）（『
日
本
文
学
』
２
２―

１
、
２
、
６
）。
３
月
「
紫
式
部
の
身
分
（
一
）」、

４
月
（
二
）、
５
月
（
三
）（『
日
本
文
学
』
２
２―

３
、
４
、
５
）。
９
月
「
古
代
人
の
思
想
」、
１
１
月
「
神
道
」（
と
も
に
『
日
本
の
社
会
文
化
史
・

総
合
講
座
』「
１
原
始
・
古
代
社
会
」
と
「
３
土
着
文
化
と
外
来
文
化
」）。
１
２
月
、「
有
由
縁
歌
」（『
万
葉
集
講
座 

４
』）。
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益田勝実年譜

１
９
７
４
（
昭
和
４
９
）
年　
　
　

５
１
歳

４
月
、
東
京
大
学
非
常
勤
講
師
（
断
続
的
に
、
１
９
８
３
年
３
月
ま
で
）。
８
月
、「
天
皇
史
の
一
面
」（『
終
末
か
ら
』
８
）。
９
月
、「
歌
舞
と
説
話
」

（『
日
本
生
活
文
化
史
３
／
日
本
的
生
活
の
起
点
』）。
１
１
月
、「
習
俗
の
思
想
」（『
現
代
思
想
』
２―

１
０
）。

１
９
７
５
（
昭
和
５
０
）
年　
　
　

５
２
歳

１
月
、「
古
代
の
想
像
力
」（『
講
座
・
古
代
学
』）
→
『
秘
儀
の
島
』
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
折
口
信
夫
の
ふ
み
あ
と
で
」
と
し
て
収
録
。
３
月
、「
モ

ノ
神
襲
来
─
た
た
り
神
信
仰
と
そ
の
変
質
─
」（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
２
０
）
→
『
秘
儀
の
島
』
に
収
録
。

４
月
、「
古
代
村
落
の
空
間
構
造
」（『
現
代
思
想
』
３―

４
）
→
こ
の
稿
を
ふ
ま
え
て
『
秘
儀
の
島
』
に
「
聖
地
籠
も
り
─
日
本
神
話
の
創
造
・
再
生

の
空
間
─
」
と
し
て
収
録
。
４
月
、《
コ
ラ
ム
》
文
学
の
ひ
ろ
ば
（『
文
学
』
４
３―

４
）
で
梅
原
猛
の
『
水
底
の
歌
』
を
批
判
し
、
論
争
の
口
火
を

切
る
。
１
０
月
、「
読
み
・
潜
在
へ
の
旅
─
近
親
相
姦
神
話
の
周
縁
で
─
」（『
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
』
創
刊
号
）
→
『
秘
儀
の
島
』
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
ひ

と
つ
の
記
紀
神
話
の
座
標
を
求
め
て
」
と
し
て
収
録
。
１
２
月
、「
ア
ポ
ロ
ギ
ア
と
ア
ポ
リ
ア
と
─
梅
原
猛
氏
に
─
」（『
文
学
』
４
３―

１
２
）。

１
９
７
６
（
昭
和
５
１
）
年　
　
　

５
３
歳

３
月
、「
民
話
の
思
想
─
伝
承
的
想
像
の
超
克
─
」（『
伝
統
と
現
代
』
７―

２
）。

８
月
、
単
行
本
『
秘
儀
の
島
』（
筑
摩
書
房
）
を
上
梓
。
歴
史
残
留
そ
の
も
の
と
し
て
の
自
己
と
人
間
の
内
部
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
深
く
読
み
抜
き
、

原
初
の
神
話
的
想
像
力
を
探
究
し
た
九
編
の
論
文
か
ら
成
る
。

１
９
７
７
（
昭
和
５
２
）
年　
　
　

５
４
歳

２
月
、「
左
遷
官
吏
の
悲
哀
─
大
伴
家
持
─
」（『
人
物
群
像
・
日
本
の
歴
史
３
／
天
平
の
開
花
』）。
９
月
、「
神
話
の
な
か
の
女
」（『
伝
統
と
現
代
』
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８―

６
）。「
紫
式
部
外
伝
」（『
文
学
』
４
５―

９
）。
１
１
月
、「
神
話
的
想
像
力
」（『
講
座
・
日
本
文
学
・
神
話 

上
』）。
１
２
月
、「
そ
ら
み
つ
大
和
」

（『
国
語
通
信
』
２
０
２
）。

１
９
７
８
（
昭
和
５
３
）
年　
　
　

５
５
歳

１
月
、「
神
話
的
想
像
の
表
層
・
古
層
─
記
紀
に
み
る
古
代
人
の
こ
こ
ろ
─
」（『
歴
史
公
論
』
４―

１
）。
２
月
、「
夢
の
浮
橋
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
日
本

文
学
』
２
７―
２
）。
３
月
、「『
北
越
雪
譜
』
の
こ
と
」（『
北
越
雪
譜
』
解
説　

岩
波
文
庫
・
新
訂
版
）。

１
９
７
９
（
昭
和
５
４
）
年　
　
　

５
６
歳

１
月
、「
言
霊
の
思
想
」（『
言
語
』
８―

１
）。
５
月
、「〈
内
な
る
こ
と
ば
の
国
〉
建
設
の
た
め
に
」（『
国
語
通
信
』
２
１
６
）。
１
０
月
、「
挨
拶
の
歌
」

（『
短
歌
の
本
１
／
短
歌
の
鑑
賞
』）。
１
１
月
、「
八
千
矛
の
神
の
う
た
」（『
現
代
詩
手
帖
』
２
２―

１
１
）。

１
９
８
０
（
昭
和
５
５
）
年　
　
　

５
７
歳

２
月
、「
詩
妖
の
思
想
─
ワ
ザ
ウ
タ
語
源
考
─
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
２
３
）。
３
月
、「『
大
鏡
』
と
そ
の
作
者
・
鑑
賞
の
要
点
」（『
平
安
文
学
選
／

学
習
指
導
の
研
究
』
筑
摩
書
房
）。

４
月
、
慶
応
大
学
非
常
勤
講
師
（
１
９
８
３
年
３
月
ま
で
）。
５
月
、「
文
学
史
上
の
『
古
事
記
』」（『
文
学
』
４
８―

５
）。
５
月
か
ら
１
１
月
ま
で
、

「
美
術
に
見
る
日
本
の
説
話
」
１
～
３
０
（『
週
刊
朝
日
百
科
・
世
界
の
美
術
』
１
１
１
～
１
４
０
）。
６
月
、「
言
談
の
風
景
─
説
話
文
学
会
九
月
例

会
─
」（『
説
話
文
学
研
究
』
１
５
）。

１
２
月
７
日
、
１
４
日
、
２
１
日
、
２
８
日
（
全
４
回
）「
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
北
越
雪
譜
』」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
放
送
）。
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１
９
８
１
（
昭
和
５
６
）
年　
　
　

５
８
歳

３
月
、
単
行
本
『
国
語
科
教
育
法
』（
法
政
大
学
通
信
教
育
部
テ
キ
ス
ト
）
を
刊
行
。「
古
典
教
育
と
呼
ば
れ
る
も
の
」（『
文
学
』
４
９―

１
０
）。
１

０
月
、「
宮
本
常
一
論
の
瀬
ぶ
み
」（『
民
話
の
手
帖
』
８
）。

１
９
８
２
（
昭
和
５
７
）
年　
　
　

５
９
歳

１
月
、「
折
口
を
ふ
ま
え
て
柳
田
を
ど
う
見
る
か
」（『
国
文
学
』
２
７―

１
）。
６
月
、「《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》『
江
談
抄
』
と
『
古
事
談
』」（『
説
話
文

学
研
究
』
１
７
）。
７
月
、「《
座
談
会
》
表
現
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』」（『
文
学
』
５
０―

７
）。
１
１
月
、「
光
源
氏
の
退
場
─
「
幻
」
前
後
─
」（『
文

学
』
５
０―

１
１
）。

１
９
８
３
（
昭
和
５
８
）
年　
　
　

６
０
歳

３
月
、「
神
風
考
」（『
文
学
』
５
１―

３
）。
６
月
、「
浮
舟
の
出
家
」（『
日
本
語
学
』
２―

６
）。
１
０
月
、「
古
代
人
の
心
情
」（『
講
座
・
日
本
思
想

１
／
自
然
』）。

１
９
８
４
（
昭
和
５
９
）
年　
　
　

６
１
歳

１
月
、
単
行
本
『
古
事
記
』（
岩
波
書
店
）
を
上
梓
。『
古
事
記
』
に
史
実
を
読
み
取
る
の
で
は
な
く
、
上
巻
、
中
・
下
巻
と
も
に
、
あ
く
ま
で
も
〈
神

話
的
伝
承
〉
で
読
む
、
書
き
下
ろ
し
の
論
著
。
伝
承
の
中
に
日
本
的
な
想
像
力
を
解
明
す
る
こ
と
を
、
生
涯
の
仕
事
と
し
た
。
５
月
、「
か
な
ぶ
み

に
型
が
な
か
っ
た
頃
─
『
紫
式
部
日
記
』
作
者
の
表
現
の
模
索
─
」（『
国
語
と
国
文
学
』
６
１―

５
）。
７
月
、「
共
同
的
創
造
か
ら
個
の
文
学
へ
─

説
話
と
説
話
文
学
─
」（『
国
文
学
』
６
１―

５
）。
７
月
６
日
、《
講
演
》「
柳
田
國
男
の 
そ
の
詩
の
別
れ
」（
法
政
大
学
国
文
学
会
大
会
）。



1�

１
９
８
５
（
昭
和
６
０
）
年　
　
　

６
２
歳

３
月
、「『
江
談
抄
』
異
聞
の
発
生
─
古
態
本
段
階
で
の
一
ケ
ー
ス
─
」（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
３
０
）。
７
月
、「
伝
承
か
ら
物
語
へ
─
竹
取
物

語
の
成
立
─
」（『
国
文
学
』
３
０―

８
）。
１
１
月
、「
柳
田
国
男
・
そ
の
詩
の
別
れ
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
３
３
）。

１
９
８
６
（
昭
和
６
１
）
年　
　
　

６
３
歳

１
１
月
、「『
大
斎
院
前
の
御
集
』
の
本
文
復
原
の
瀬
ぶ
み
」（『
文
学
』
５
４―

１
１
）。
１
２
月
、「
遣
唐
少
録
山
上
憶
良
外
伝
」（『
日
本
文
学
誌
要
』

３
５
）。

１
９
８
７
（
昭
和
６
２
）
年　
　
　

６
４
歳

２
月
、「
新
し
い
古
代
文
学
史
像
を
求
め
て
─
わ
た
く
し
の
場
合
─
」（『
国
文
学
』
３
２―

２
）。
７
月
、「
大
力
女
譚
の
源
流
」（『
日
本
文
学
誌
要
』

３
７
）。
１
１
月
、「
神
々
の
愛
─
日
本
神
話
に
見
る
─
」（『
日
本
の
美
学
』
１
１
）。

１
２
月
、「
著
作
論
文
目
録
」（
自
１
９
７
１
年
、
至
１
９
８
７
年
）
ノ
ー
ト
作
成
。
以
後
、
１
９
８
８
年
か
ら
９
４
年
ま
で
書
き
足
す
。

１
９
８
８
（
昭
和
６
３
）
年　
　
　

６
５
歳

１
月
１
０
日
、「
こ
こ
ろ
の
時
代
・
神
と
の
ふ
れ
あ
い
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
）。

３
月
、「「
班
竹
姑
娘
」
の
性
格
─
『
竹
取
物
語
』
と
の
か
か
わ
り
で
─
」（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
３
３
）。
６
月
、《
座
談
会
》「
月
・
潮
・
風

─
『
万
葉
集
』
巻
第
一
、八
番
─
」（『
文
学
』
５
６―

６
）。
１
０
月
、《
対
談
》「
歴
史
学
へ
の
志
─
『
石
母
田
正
著
作
集
』
発
刊
に
際
し
て
─
」（「
図

書
」
４
７
１
）。
７
月
、法
政
大
学
国
文
学
会
大
会
で
退
職
記
念
の
講
演
と
し
て
「
夢
の
浮
橋
再
説
」
→
発
表
は
翌
年
２
月
の
『
日
本
文
学
誌
要
』
４
０
。

１
０
月
、「
中
世
説
話
と
音
楽
譚
の
伝
播
」（『
岩
波
講
座
・
日
本
の
音
楽
・
ア
ジ
ア
の
音
楽
３
／
伝
播
と
変
容
』）。
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Ⅳ　
　
定
年
退
職
後
、
そ
し
て
晩
年

１
９
８
９
（
昭
和
６
４
・
平
成
元
）
年　
　
　

６
６
歳

１
月
２
日
、
オ
シ
ド
リ
を
見
に
行
っ
た
大
野
池
（
山
梨
県
）
に
落
ち
、
長
時
間
水
に
浸
か
る
。

３
月
、「
熱
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
」
の
歌
箋
─
『
万
葉
集
』
巻
第
一
の
八
番
─
（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
３
４
）。《
座
談
会
》「
天
皇
、
昭
和

そ
し
て
私
」（『
思
想
の
科
学
』
４
５
１
）。

３
月
末
、
法
政
大
学
文
学
部
を
定
年
退
職
。
２
４
日
の
最
後
の
卒
業
式
に
、
体
調
不
良
で
出
席
で
き
ず
。
４
月
、《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》「
記
紀
の
歌
謡

と
説
話
」（『
上
代
文
学
』
６
２
）。
７
月
、「
古
代
想
像
力
の
表
現
過
程
─
わ
た
く
し
の
国
文
学
─
」（『
国
語
と
国
文
学
』
６
６―

７
）。

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年　
　
　

６
７
歳

１
月
、《
座
談
会
》「
研
究
の
対
象
と
し
て
の
文
学
─
学
か
ら
楽
へ
・
楽
か
ら
学
へ
─
」（
季
刊
『
文
学
』
１―

１
）。

３
月
、
岩
波
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
説
話
文
学
の
展
開
─
想
像
力
の
は
た
ら
き
─
」
２
０
日
、
２
７
日
、
４
月
３
日
、
１
０
日
、
１
７
日
（
全
５
回
）。

７
月
７
日
、《
講
演
》「
宮
澤
賢
治
素
描
─
民
俗
と
の
か
か
わ
り
か
ら
─
」
第
８
回
池
田
弥
三
郎
記
念
公
開
講
演
会
（
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
）。

９
月
、《
講
演
》「
日
本
に
お
け
る
抒
情
の
う
た
の
出
現
過
程
─
歌
謡
か
ら
ど
う
離
脱
し
た
か
─
」（『
国
文
学 

言
語
と
文
芸
』）。

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年　
　
　

６
８
歳

３
月
、
萩
谷
朴
氏
の
定
年
を
祝
う 

拡
大
「
赤
堤
会
」
で
、
ス
ピ
ー
チ
。
１
０
月
、「
私
の
源
氏
物
語
研
究
・
源
氏
物
語
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」（『
源
氏

物
語
講
座
１
／
源
氏
物
語
と
は
何
か
』
勉
誠
社
）。
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１
９
９
２
（
平
成
４
）
年　
　
　

６
９
歳

４
月
、「
幻
想
者
賢
治
の
冷
夏
と
の
た
た
か
い
─
微
後
世
的
同
時
代
人
の
眼
で
─
」（
季
刊
『
文
学
』
３―

２
）。
８
月
、「
近
藤
忠
義
─
歴
史
社
会
学

的
研
究
方
法
─
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
５
７―

８
）。
１
２
月
２
５
日
、鈴
木
日
出
男
氏
と
『
竹
取
物
語
』
に
関
し
て
対
談
→
翌
年
４
月
の
『
国

文
学
』
に
掲
載
。

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年　
　
　

７
０
歳

１
月
７
日
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版
で
『
火
山
列
島
の
思
想
』、
解
説 

鈴
木
日
出
男
（
筑
摩
書
房
）
を
復
刊
。

４
月
、《
対
談
》「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
誕
生
─
益
田
勝
実
氏
に
聞
く
─
」（『
国
文
学
』
３
８―

４
）。
７
月
、「
神
話
と
歴
史
─
わ
た
く
し
の
直
面
し
て

い
る
問
題
点
─
」（『
古
代
文
学
講
座
１
／
古
代
文
学
と
は
な
に
か
』
勉
誠
社
）。
１
０
月
２
８
日
、
広
末
保
氏
の
葬
儀
に
参
列
。

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年　
　
　

７
１
歳

２
月
、「
万
葉
の
海
─
航
海
─
」（『
万
葉
』
１
４
９
）。
４
月
１
８
日
、
金
沢
文
庫
に
行
っ
た
際
、
裏
山
で
二
度
転
ぶ
。
７
月
１
３
日
、
法
政
大
学
文

学
部
で
同
僚
だ
っ
た
岡
崎
昇
氏
の
葬
儀
に
、
水
戸
ま
で
出
か
け
る
。
１
２
月
、「
天
変
地
異
─
伝
承
と
陰
陽
五
行
思
想
の
は
ざ
ま
─
」（『
古
代
文
学

講
座
６
／
人
々
の
ざ
わ
め
き
』
勉
誠
社
）。

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年　
　
　

７
２
歳

８
月
２
３
日
、歩
行
困
難
と
な
っ
て
初
め
て
都
立
府
中
病
院
（
脳
神
経
内
科
）
の
診
察
を
受
け
、多
発
性
脳
梗
塞
と
診
断
さ
れ
る
。
病
院
嫌
い
で
あ
っ

た
が
、
主
治
医
の
川
田
明
広
医
師
が
下
関
中
学
（
現
・
下
関
西
高
校
）
の
後
輩
に
当
た
り
、
信
頼
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
２
か
月
入
院
し
、

退
院
後
は
自
宅
療
養
と
な
る
。
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益田勝実年譜

２
０
０
１
（
平
成
１
３
）
年　
　
　

７
８
歳

８
月
、「
サ
ー
ク
ル
・
い
し
ず
え
」
の
人
た
ち
と
自
動
車
３
台
を
連
ね
て
秋
山
郷
（
新
潟
と
長
野
に
ま
た
が
る
山
間
）
に
出
か
け
る
。
車
椅
子
で
遠

出
し
た
最
後
と
な
る
。

２
０
０
２
（
平
成
１
４
）
年　
　
　

７
９
歳

１
１
月
２
３
日
、
姪
の
小
沢
邦
子
が
退
職
金
で
購
入
し
た
家
（
武
蔵
野
台
の
車
返
団
地
）
を
提
供
さ
れ
、
病
室
と
す
る
。
身
体
の
不
自
由
だ
け
で
な

く
次
第
に
目
も
見
え
な
く
な
り
、「
読
書
」
は
も
っ
ぱ
ら
岡
田
清
子
の
朗
読
に
よ
る
、
耳
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
（
一
日
平
均
５
、
６
時
間
）。

２
０
０
３
（
平
成
１
５
）
年　
　
　

８
０
歳

７
月
、『
日
本
文
学
誌
要
』（
６
８
号
）
に
「
益
田
勝
実
著
作
・
論
文
目
録
」
を
掲
載
（
こ
れ
を
基
に
し
て
後
に
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
第
５
巻
の
「
目

録
」
が
成
る
）。

２
０
０
５
（
平
成
１
７
）
年　
　
　

８
２
歳

６
月
９
日
、
筑
摩
書
房
か
ら
学
芸
文
庫
で
『
益
田
勝
実
の
仕
事
』（
全
５
巻
）
刊
行
を
決
定
。

６
月
２
８
日
、
誤
嚥
性
肺
炎
で
府
中
病
院
に
入
院
。
７
月
２
８
日
、（
せ
め
て
学
芸
文
庫
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
と
）
胃
ろ
う
手
術
を
受
け
る
。

→
２
か
月
入
院
。

２
０
０
６
（
平
成
１
８
）
年　
　
　

８
３
歳

２
月
１
０
日
、ち
く
ま
学
芸
文
庫
『
益
田
勝
実
の
仕
事
』
２
巻
（
火
山
列
島
の
思
想
）
を
刊
行
。
以
後
毎
月
１
巻
ず
つ
、３
月
、３
巻
（
記
紀
歌
謡
）、
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４
月
、
４
巻
（
秘
儀
の
島
）、
５
月
、
１
巻
（
説
話
文
学
と
絵
巻
）、
６
月
、
５
巻
（
国
語
教
育
論
集
成
）
を
刊
行
。

１
１
月
、『
益
田
勝
実
の
仕
事
』（
全
５
巻
）
に
対
し
て
、
毎
日
出
版
文
化
賞
（
企
画
賞
）
が
授
与
さ
れ
る
。
２
７
日
の
贈
呈
式
で
は
、
岡
田
清
子
が

登
壇
し
て
挨
拶
。

２
０
０
８
（
平
成
２
０
）
年　
　
　

８
５
歳

７
月
、
浅
見
和
彦
編
『「
古
事
談
」
を
読
み
解
く
』（
笠
間
書
院
）
に
、「
古
事
談
鑑
賞
１
～
１
１
」（
１
９
６
５
～
６
６
年
に
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑

賞
』
に
連
載
さ
れ
た
１
１
回
分
）
が
再
録
さ
れ
る
。

２
０
１
０
（
平
成
２
２
）
年

２
月
６
日
、
老
衰
に
よ
り
自
宅
で
逝
去
（
享
年
８
６
歳
）。
公
表
は
さ
れ
ず
、
１
４
日
に
身
内
に
よ
る
野
辺
送
り
が
行
わ
れ
た
（
府
中
の
森 

市
民
聖

苑
）。
朝
日
新
聞
を
は
じ
め
新
聞
各
紙
が
一
斉
に
訃
報
を
報
じ
た
の
は
、
３
月
２
２
日
。

４
月
１
８
日
、
秋
山
虔
先
生
の
発
案
で
「
益
田
先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
、『
益
田
勝
実
の
仕
事
』
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
で
持
っ
た
（
神
楽
坂 

出
版
ク
ラ

ブ
）。
５
月
２
２
日
、法
政
大
学
の
日
本
文
学
科
と
国
文
学
会
と
を
発
起
人
と
す
る
「
益
田
勝
実
先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー

２
５
階
ラ
ウ
ン
ジ
）。

２
０
１
５
（
平
成
２
７
）
年

１
１
月
１
０
日
、
講
談
社
学
術
文
庫
で
『
火
山
列
島
の
思
想
』（
解
説 
荒
川
洋
治
）
復
刊
。

１
２
月
２
５
日
、
三
浦
佑
之
編
に
よ
る
『
日
本
列
島
人
の
思
想
』（
青
土
社
）
刊
行
。
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益田勝実年譜

２
０
１
７
（
平
成
２
９
）
年

６
月
３
０
日
、
大
浦
康
介
編
『
日
本
の
文
学
理
論 

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』（
水
声
社
）
の
「
７
、
起
源
論
・
発
生
論
」
に
、『
火
山
列
島
の
思
想
』
の
「
幻

視
─
原
始
的
想
像
力
の
ゆ
く
え
─
」
よ
り
一
部
抜
粋
。

 

　
（
作
成　
　

天
野
紀
代
子
）

こ
の
「
年
譜
」
に
掲
載
し
た
論
文
は
益
田
勝
実
の
代
表
作
で
す
。
全
論
文
名
の
リ
ス
ト
と
復
元
は
、
以
下
の
「
目
録
」
と
「
サ
イ
ト
」
を
見
て
下
さ
い
。

▼
益
田
勝
実 

著
作
論
文
目
録　

→　
『
益
田
勝
実
の
仕
事
５　

国
語
教
育
論
集
成
』（
筑
摩
書
房
）
５
４
６
～
５
８
９
ペ
ー
ジ

▼
益
田
勝
実 

論
文
サ
イ
ト　

→　

https://w
w

w
.dropbox.com

/ja/

「
ロ
グ
イ
ン
」
メ
ー
ル　

K
azanrettou1968@

gm
ail.com

「
パ
ス
ワ
ー
ド
」M

asuda1968

※
益
田
勝
実
先
生
の
論
文
保
存
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
作
成　
　

鈴
木
和
仁
・
今
泉
隆
裕
・
加
藤
博
之
）


